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①調査日時　　　　 　　　　　年　　　　月　　　　日

②担当者名　　　

③寺院（霊園）の名称

④区画、墓地番号　

⑤建立者名

⑥被害状況の判定

⑦所見

⑧写真番号

被害報告書（案）

社名　　　　　　　　　　　

ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＡＸ：
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①受付日時 　　　　　年　　　　月　　　　日

②依頼者名

③連絡先

住所

ＴＥＬ

携帯ＴＥＬ

④寺院（霊園）の名称

⑤区画、墓地番号　

⑥建立者名

⑦施工業者名

⑧石種名（色など）

本体

外柵

⑨被害状況と所見

⑩見積り 必要　　　　・　　　　不要

⑪担当者名　　

修復依頼書（案）

社名　　　　　　　　　　　

ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＡＸ：
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平成 21年 8月 駿河湾沖地震における墓石復旧作業 基本単価

【石をずらして位置を元に戻すだけの場合】

棹のみ

棹から上台まで
（上から 2段目まで）

棹から中台まで
（上から 3段目まで）

和型
８寸角 ,9 寸角

和型
10寸角

洋型

￥3,000

￥6,000

￥10,000

￥5,000

￥10,000

￥20,000

￥5,000

￥12,000

その都度
見積もり

※メジをいれる場合は、その都度見積もりさせていただきます。

【接着剤を使って組み直す場合】

棹のみ

棹から上台まで
（上から 2段目まで）

棹から中台まで
（上から 3段目まで）

和型
８寸角 ,9 寸角

和型
10寸角

洋型

￥5,000

￥20,000

￥30,000

￥7,000

￥22,000

￥32,000

￥7,000

￥25,000

その都度
見積もり

！石が欠けている場合の修理、
その他、上記以外の作業につきましては、
その都度見積もりさせていただきます。
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本堂の　南・北・東・西・裏

敷地外の墓地 その他

サオがずれている 上台がずれている 中台がずれている

花立・水鉢がずれている 中台が開いている 芝台が開いている

サオが倒れている 石塔が崩れている 花立・水鉢が崩れている

土台（外柵）が開いている 土台（外柵）が壊れている その他

希望内容

戻すのみ

接着・目地まで

その他詳細

墓地の状況

墓地の場所と特徴

名前

寺院

住所

TEL

区画番号

その他詳細

（ ○で囲む ）

受付日
　　平成　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　時　　　分
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◎コーキングの施工手順
①下地処理
　目地部分のホコリ・水・油・泥などの汚れを布及びワイヤー
ブラシなどで除去し、コーキング面をきれいにして下さい。
②マスキング
　目地部の仕上げを美しくするため、シーリング用マスキング
テープを貼ります。

③コーキング
　墓石用接着剤を目地部に充填する際は、ノズルを目地幅より
やや小さめに切断し、市販のカートリッジガンにセットして作
業して下さい。
　その際ノズル先端を目地に当て充填を行なうときれいに仕上
がります。
　また、より良い接着力を得たい場合は、接着剤を塗布する前
にシールプライマーをハケで均一に塗布し、30 分～ 60 分乾燥
させた後、コーキング作業を行なって下さい。

④仕上げ作業
　墓石用接着剤は硬化が早いので、充填後は出来る限り速やか
に、専用の仕上げバッカー（ヘラなど）で表面を滑らかに仕上
げて下さい。

⑤マスキング除去
　仕上げ作業が完了したら、速やかにマスキングテープを剥が
して下さい。硬化してくると、テープがきれいに剥がれずにコー
キング面の仕上がりが悪くなります。

　以上の要領にて、施工手順に基づき正しく施工して下さい。
なお、墓誌及び外柵なども同じ要領にて施工して下さい。
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①下地処理
　接着する部分のホコリ・水・
油・泥などの汚れを布及びワイ
ヤーブラシなどで除去して、接
着面をきれいにして下さい。

②レベル調整
　重ねる石材の四隅に目地取り
を兼ねたゴムパッキンを置いて
水平を取って下さい（１㎜・２㎜・
３㎜厚の３種類があります）。

③接合部接着
　接着部の墓石用接着剤塗布量
は、円形に塗布し直径が５㎝前
後・高さ１㎝～２㎝になる様、
多めに塗布してください。

④各部材の接着
　芝台と中台、中台と上台、上台とさお石と順次墓石用接着剤を塗布し、
水平を取りながら各々の石材を重ねて下さい。
　その際に、塗布した接着剤の表面が乾燥しないように貼り合せて下さい。
　なお、接合部へはステンレス製のダボを挿入して強度を増して下さい。
また、より良い接着力を得たい場合は、接着剤を塗布する前にシールプラ
イマーをハケで均一に塗布し、30 分～ 60 分乾燥させた後、墓石用接着剤
をご使用下さい。

45°

さお石

上台

中台

芝台

墓石用
接着剤による
接合部施工
マニュアル

　　（資料提供：ボンド商事㈱）

高さ 1～２㎝

５㎝
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◎非常用持出品チェックシート
避難するときにまず持ち出すべきものです。非常用持出袋に入れ、玄関など持ち出しやす
い場所に置いておきましょう

貴重品類

10 円玉は公衆電話用に。通帳、カード、健康保
険証、運転免許証などは番号を控えたメモかコ
ピーを用意しておくとよいでしょう。

現金　10 円玉
預金通帳
印鑑
保険証
免許証

避難用具

懐中電灯はできれば一人に一つ用意したいもの。

懐中電灯
携帯ラジオ
予備の乾電池
ヘルメット・防災ずきん

生活用品

避難所生活に最低限必要なものです。赤ちゃん
やお年寄り、障害者がいる場合など考慮して揃
えましょう。

厚手の手袋
毛布
缶切り
ライター・マッチ
ナイフ
携帯用トイレ

救急用具

救急箱には絆創膏・消毒液など。その他ビタミ
ン剤など日頃使っているサプリメントなどもあ
るとよいでしょう。

救急箱
処方箋の控え
胃腸薬・便秘薬・持病の薬
生理用品

非常食品

最低 3日分は用意しましょう。そのままで食べ
られるものが便利です。

乾パン
缶詰
栄養補助食品
アメ・チョコレート
飲料水

衣料品

衣類は動きやすいものを選びましょう。セーター
などの防寒具も寒い季節には役立ちます

下着・靴下
長袖・長ズボン
防寒用ジャケット・雨具

その他
携帯用カイロ
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※消防庁　防災マニュアル　－震災対策啓発資料－より

◎備蓄品チェックシート
備蓄品は、災害復旧までの数日間を自給自足できるように準備しておくものです。災害後に
取りに行けるよう、倉庫や車のトランクなどに分けて備蓄しておくと便利です。

食料品
レトルト食品（ごはん・おかゆなど）・
アルファ米

インスタントラーメン・カップみそ汁

飲料水 1日3ℓが目安です。3日分は備えましょ
う。

生活用品

給水用ポリタンク
ポリタンクには日頃から水道水をため
ておくと災害時、生活用水に使えて便
利です。

カセットコンロ
ティッシュペーパー・ウェットティッ
シュ

ウェットティッシュは入浴できない災
害時には体が拭けるなど重宝します。

ラップフィルム 食器の上に敷けば洗う必要もありませ
ん。

紙皿・紙コップ・割り箸
簡易トイレ
水のいらないシャンプー

ビニール袋
雨具や敷物、簡易トイレとしても使用
可能。プライバシー保護のため透けな
いものを。

ロープ
救助活動の際に使えます。

工具セット
ほうきとちりとり ガラスや倒壊物の除去に役立ちます。
ランタン
長靴 瓦礫などから足を保護するために。

◎常時携行品チェックシート
外出先で被災する場合もあるので、必要なものは常に身に付けておきたいものです。コン
パクトで軽いものが理想的です。

懐中電灯
携帯ラジオ
笛・ホイッスル 閉じ込められたときなど、場所を知らせます。
避難カード
避難用マップ
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お
わ
り
に　

〜
信
仰
心
の
向
上
に
も
努
め
よ
う　

　

「
２
年
前
の
地
震
で
、
お
寺
の
庭
の
石
灯
籠
が
崩
れ
、
そ
の
下
で
草
取
り
作
業
を
し
て
い
た
66
歳
の
女
性
が
亡
く
な
っ
た
」

　

実
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
２
０
０
７
年
３
月
25
日
に
能
登
半
島
で
発
生
し
た
地
震
の
際
に
、
自
宅
に
立
っ
て
い
た
石
灯
籠
が

倒
れ
、
女
性
が
下
敷
き
に
な
り
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
ご
記
憶
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

冒
頭
の
話
は
、
天
童
荒
太
著
『
静
人
日
記
』
（
文
藝
春
秋
、
２
０
０
９
年
）
に
あ
る
一
節
で
す
。
本
書
は
天
童
氏
の
直
木
賞
受
賞
作
品
『
悼
む

人
』
（
文
藝
春
秋
、
２
０
０
８
年
）
の
主
人
公
で
あ
る
坂
築
静
人
が
書
い
て
い
た
日
記
を
通
し
、『
悼
む
人
』
の
作
品
中
に
お
け
る
静
人
の
行
動
や
、

そ
の
と
き
の
思
い
を
綴
っ
た
も
の
で
す
（
わ
か
り
づ
ら
い
と
思
う
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
『
悼
む
人
』
『
静
人
日
記
』
の
順
で
お
読
み
く
だ

さ
い
）
。

　

「
灯
籠
の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
の
は
、
本
当
に
つ
ら
い
け
れ
ど
、
熱
心
な
檀
家
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
、
仏
様
が
お
そ
ば
に
置
き
た
く

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
み
ん
な
で
話
し
て
い
る
と
い
う
」

　

こ
う
日
記
は
続
き
ま
す
。

　

大
き
な
地
震
が
来
る
た
び
に
、
墓
石
を
は
じ
め
石
造
物
の
倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
を
心
配
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
報
道
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。
唯
一
知
る
例
が
、
先
述
の
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
石
灯
籠
の
事
故
で
す
。

　

地
震
大
国
日
本
に
お
い
て
、
石
造
物
倒
壊
に
よ
る
人
的
被
害
が
皆
無
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に
幸
い
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

お
彼
岸
や
お
盆
の
と
き
に
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
常
日
頃
か
ら
、
地
震
対
策
を
は
じ
め
、
災
害
対
策
に
つ

い
て
の
検
討
・
準
備
は
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。



107

　

ま
た
万
が
一
、
墓
地
で
人
的
被
害
が
発
生
し
た
と
き
で
す
。
「
本
当
に
つ
ら
い
け
れ
ど
、
熱
心
な
檀
家
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
、
仏
様
が
お
そ
ば

に
置
き
た
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
、
話
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

こ
れ
は
信
仰
の
問
題
で
す
。
信
仰
と
は
、
無
垢
な
心
で
神
仏
を
信
頼
し
崇
拝
す
る
こ
と
で
す
（
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
岩
波
書
店
）
。

　

災
害
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
頃
か
ら
信
仰
心
の
向
上
に
も
努
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　

な
お
本
書
発
刊
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
『
月
刊
石
材
』
の
地
震
関
連
の
取
材
に
ご
協
力
に
い
た
だ
き
ま
し
た
石
材
店
・
関
連
業
者
の
皆
さ
ま
、

ま
た
、
㈳
全
日
本
墓
園
協
会
・
主
任
研
究
員
の
横
田
睦
先
生
、
虎
の
門
法
律
事
務
所
・
弁
護
士
の
小
松
初
男
先
生
、
そ
の
ほ
か
本
書
発
刊
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
遺
族
の
方
々
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
一
日
も
早
く
平
穏
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

株
式
会
社
石
文
社　

中
江　

庸
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